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文　獣

第1章緒

　全身に広く分布する正常結合織は細胞と線維

及び基質とから構成され，細胞としては時に突

起を有する薄い膜歌の境界不明瞭な線維細胞が

最も多く，次いで通常突起のない不徹濃染する

輪劃の明らかな組織球が多く存する．中性赤超

生体染色を施せば前者は弱陽性，、後者は彊陽性

を示し，その他箪球，多核白血球，肥絆細胞，

淋巴球等が存する．各種細胞の百分率は動物

の種属により叉個体差によって異なり，文献

を渉猟するとPfuh1（1932）（92），£arionow　u．

Jasswoinσ935）（49），三好（1936）丸69），　Suzuye

（1937）（123），山浦（1939）（135），長沢（1939）（78），

Mukohata（1941）（77），　Mli（1942・1943）（57），大

諦

原（1943）曳81）等の計数的な研究を見る．生体に

種々な刺戟が加えられた場合結合織は如何なる

形態学的変化を現わすか，叉形態学的変化があ

るとすれば時間的に如何なる経過を辿るもので

あるか，殊に各種細胞の計数的関係にっき，動

物沐内において最も容易に刺戟し得られ且つ豊：

富に存する皮下疎性結合織を主材料として，こ

こに本邦古来よりその治効を認める餓灸術によ

り，或いは生体表面を直接刺戟する入浴によ

り，更に無菌飼育動物を利用して自然環境因子

がもつ役割を，又泉熱の如きウィルス感染時の

反応について観察し広く諸賢の御批判を仰ぐ次

第である．

　　　　　　　　　　　　　　第2章

　　　　　　実験材料及び実験方法

　実験材料　栄養佳良発毛完全で外観上疾病を認めな

い一定期聞飼養に馴れた成熟雌性家兎を選んだ．

　施鍼部位　第7・第8胸椎棘突起間右方約1cm或

いは2cm，第12胸椎・第1腰椎棘突起間左右外方約

1cm或いは2cm及び第4・第5腰椎棘突起間左右外

方約1ρm或いは2cmの5点とした・

施鍼家兎の皮下結合織細胞

　使用鍼即身の全長3．9cm，太さ径0．19mmの3

号銀鍼に1・8cmの無窮を附し顕微鏡下で鍼尖の特に

鏡利なものを選んだ．

　施鍼方法　被検家兎を固定器台上に腹位で四肢を延

べ：て伏臥ぜにし，暫時その儘の位置で放置し安翻とな

った後に，予め毛を極めて町鳶に短かく勢除した施鍼

部位を70％「アルコホール」を以て消毒し，「アルコ
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1962 南

ホール」の蒸発乾燥後，予め70％「アルコホール」を以

て消毒して置いた鍼を，同檬に浦毒した全長5。2Cm，

内径2・Ommの鍼管内に挿入し，左手の母指と示指の

指頭を押手として鍼管の下端を固定し，右手の示指頭

を細粒として鍼柄上端を翻かに弾入し，更に胃管を抜

き去って右手の母指と示指にて徐々に刺入した．刺入

の深ざは約1cmとし刺入の方向は垂直とした．刺入

時闘は各20乃至30秒にしてこれに次のような手技を夫

々附加した．

留置心

気二心

釜二二

雀啄術

竈啄術

　20秒間

　10秒間

　20秒間

　50秒間

1分30秒聞

　皮下組織の鋏取並びに染色方法

と同檬の位置とし施鍼後1時間，

皮下組織片を，施讃しない処即ち第7・第8胸椎棘突

起間左方約1cm或いは2cmより始め順次に手術的

に鋏表した．次いで鉄へ’マトキシリソ・ラック染色，

0・5％トルイヂンブラウ染色，中性赤超生体染色を施

した皮下疎性結合織小林標本について鏡検：した．

　以上の方法により先ず対照として施鍼龍の皮下結合

織細胞を検索し，次に一定期間後上記の施鍼を試み，

施広広1時閲，3時間及び6時間の皮下結合織細胞を
　　　　　　　形馨学的に検した．百分率は結合織細胞1000個につい

て検索し，覗野に現われる細胞は選択することなく観

察した．

　　　　　　　実　験　成　績

　第1，2表及び第1図に記載した通りである．

一・ ~した所構変は認められないが施鍼前後の線

維細胞，組織球数の相対比における組織球数の

増加は推計学上有意な差が認められた．なお赤

血球の出現は皮下組織片を手術的に鋏取した際

の出血に基くものと思われる．

　　　　　　　総：括並びに考按

　施鍼により相対的に線維細胞数に対する組織

球数の割合が増加したことについてM611endorぼ

（1926）（76），関（19紹～1950）uo4）一（113）に従えば

線維細胞が組織球に転化したのではないかとも

考えられるのであるが，本実験においてはその

ような移行像を確認できず，又組織球において

核の陥入を屡々認めたので組織球自体の増生を

弱刺戟

逐一話

中高度刺戟

申等度刺戟

強刺戟

　　被験家兎を削竹時

　　3時間及び6時間の

考えるものである．叉中性赤超生体染色におい

て線維細胞や組織球の中性赤液面の微細なもの

が増加する如きは，藤井（1929）’」8）が小見鍼の

研究において，影山（1936）（32）が皮膚鍼，皮下

鍼，刺鍼の入血液に及ぼす研究において観察

したと同様，：施工による軽i微な刺戟がArndt－

Schultzの法則に従いその生活機能を充淫せし

めるものと思われる．：更に各手技中弱刺戟山面

において比較的組織球の増加が著しいのは，：影

山（1936）～32）が施鍼による人血品数の変化が鍼

刺戟の程度と密接な関係あることを認めたと同

檬に，面諭による結合織細胞数の変化において

も加えられる鍼刺戟の程度とその作用との間に

密接な関係あることを考えさせるものである．

なお施鍼局所のみならず離れた部位においても

その影響を認め，施鍼は局所作用の他に全身的

にも結合織を広く刺戟するものと考えられる．

　　　　　　　　結　　　　　論

　施鍼が家兎皮下結合織細胞に及ぼす影響を施

鍼後1，3及び6時聞に検して次の結論を得た．

　1．：施賊前後における線維細胞，紅織球数の

相対比において紐織台数は土曾遠した．

　2．施鍼局所のみならず離れた部位において

も時間の経過に従い上述のような相対的な組織

球数の増加を示した．

　3。各種施鍼手技中心鍼前に比し細胞百分率

において最も著変を示したのは留置術20秒聞を

附加した施鍼後6時聞にして，線維細胞数に対

する紐織無数は2．17倍に増加した．

　4．線維細胞の核陥入は施鍼後1時聞並びに

弱刺戟施鍼後3時間において比較的旺盛であっ

た．

　5．組織球の核陥入は施心後1時間並びに弱

乃至中等度刺戟二品後3及び6時間において比

較的旺盛であった．

　6．線維細胞原形質内の室胞出現は施鍼後1

’時間並びに弱刺戟施鍼後3及び6時間において

比較的多い．

　7．組織球原形質内の室胞出現は強刺戟施鍼

後1時闇並びに弱乃至中等度刺戟施鍼後3時間

【80】
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第2表施鍼家兎における線維細胞100個に対する組織球数の対照比百分率

手 技

無処置部位

留置術 20秒

後啄術 10秒

雀啄術 20秒

雀啄術 50秒

釜啄術1分30秒

刺
戟
の

強
さ

±

十

十

二

子山

対　照　比　百　分　率

施此前

（対照）

100．0

（0）

100．0

（0）

100．0

（0）

100．0

（0）

100．0

（0）

100．0

（0）

施　　鍼　　後

1時間 3時剛6時間
　131．4
（＋31・4）

　187．8
（＋87・8）

　177．4
（＋77・4）

　179．3
（＋79・3）

　165．6
（＋65・6）

　187．1
（＋87・1）

　140．1

（＋40・1）

　182．9
（＋82・9）

　195㌔3

（＋95・3）

　141．7
（＋41・7）

　156．0
（＋56・0）

　179．1
（＋79・1）

　217．1
（十　117．1）

　206．8
（十　106．8）

　203．5
（十　103．5）

　199．9
（＋99・9）

　174．6
（＋74・6）

　　　　　　括弧内は百分率の壇加を示す．

第1図施鍼家兎における線維細胞1CO個に対する組織球数

施鍼前・㌦
（対照〉

雛処難一・一一

銘置騨・怖・・…

喬啄霧

諾啄霧・一・・・…

雀啄術鵬．，∵，9、ノ．　．．，

1分50秒

　　28　　30　　32　　δ4　　5S　　38　　40　　42　　44　　4S　　48　　50　　52　　54　　56　　58　　60　　62　　64

　　　　　　　＞　　1時間｛翅　　組織球数
　　　　　　　綱灘響

　　　　　　　　　　【82】
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結合織の刺戟賦態に関する形態学的研究殊に各種細胞の計数的観察 1965

において比較的多い．

　8．中性謡言生体染色における線維細胞内の

中性赤面泡は雨気前に比し大きさには品変はな

いが，その数は梢ヒ増加の傾向を示すようであ

る．

　9．中性赤超生体染色における組織球内の中

性赤心泡は施鍼前に比し比較的小さくなり，そ

の数の増加を示すようである．

第3章施恵象兎の皮下結合織細胞

　　　　　　実験材料及び実験方法

　実験材料は施鍼の場合と同様である．

　施灸部位　第7・第8胸椎棘突起閻右方約1cm，第

12胸椎・第1腰椎棘突起間左右外方約1cm及び第4

・第5腰椎棘突起嘉左右外方約ユcmの5点とした．

　使用もぐさ　質柔軟淡黄白色で爽雑物なく，点火す

れば容易に二丁して申途で消えず，その熱の緩和なも

のを選んだ．

　施蘇方法被検家兎を施鍼時と同檬の位置にて放置

し安静となった後に，予め毛を極めて呵寧に短かく鶉

除した施粂部位を70％「アルコホPル」を以て消毒し，

「アルコホール」の充分蒸発乾燥後，予め充分乾燥さ

せたもぐさを母指，示指及び中指を以て力を加えるこ

となく円錐形とし，その高さとその底直径とを略ヒ同

一としたものb円錐形尖端に線香を以て点火した，1

駐悪兆後は俗画に残る灰をその儘とし更にその上へ点

描し，最後に残灰を軽く消毒腕脂綿で除去した．施灸

量は施灸前計量した家兎体重に比例換算して次のよ弓

なもぐさ蚤と記数とを以て定め，体重に対するもぐさ

量は正確に秤量しこれを2乃至4等分して所定の一点

に2乃至4壮を施回した・

体重1kgに対しもぐさ0・00059，21仕，牛米粒大乃至米粒大

体重1kgに対しもぐさ0・0019，2牡，米粒大乃至小変粒界

体重1kgに対しもぐさ0・0049，3肚，小糠粒大乃至小豆大

体重：1k9に対しもぐさ0．019，3肚，小豆大乃至扁豆大

体重1kgに対しもぐさ0・029，4肚，扁早大乃至腕章大

　皮下組織の鋏取運びに染色方法及び鏡検方法は施鍼

の場合と同檬である．

　以上の方法により先ず対照として施灸前の皮下結合

織細胞を検索し，次に一定期間後上記の浦戸を試み，

施灸後1時間，3時間及び6時間の皮下結合織細胞を

形態学的に検：した．　ノ

　　　　　　　　実　験　成　績

　第3，4表及び第2図に記載した通りである・

三論前後の線維細胞，組織球数の相対比におけ

る組織球数の増加は推計学上有意な差が認めら

れた．なお赤血球の出現は皮下組織片を手術的

に熊取した際の出．血に基くものと思われる．

　　　　　　　　総括並びに考按

　渡辺．（1933）（132），Okino（1936）（86）と同論に

施灸による組織球数の相対的な増加を見たが，

Okino（1936）（F6）のような線維細胞よりの移行

型は確認し得なかった．線維細胞め核の陥入は

著明で2核のものも相当見られた．太田（工930）

（91）は灸点下の家兎皮下組織球は無施灸に比し

　　　　　　　　　弱刺戟

　　　　　　　　　弱刺戟

　　　　　　　　　申等度刺戟

　　　　　　　　　申等度刺戟

　　　　　　　　　強刺戟

2倍乃至2倍牛以上の異種：赤血球貧喰数の増加

を示し，これは施灸が組織球の機能を充進させ

るによるとしたが，渡辺（1933）（132）も家兎施灸

により皮下組織球について，中性赤染色顯粒並

びに二丁粒の貧喰機能の著明な充進を観察し

た．本実験において中性赤超生体染色における

線維細胞や組織球の申性赤液面数の増加も前記

両氏の如く機能の充進を意味するものであろう

と考えられる．渡辺（1933）（132）は0．025，0．05，

0．1，0．2gの4種：のもぐさ量を使用して，：施土

量による貧喰能力の変化に著明な差異を認めな

いとしたが，本実験でももぐさ量による厚意の

変化に一見した所著明な差異は認め難いようで

あるが，弱乃至中等度刺戟施灸でも張刺戟施灸

の場合と同様或いはより以上の影響あることを

知り得た，山下（1932）（134）は家兎体重1kgに

対し約0．05gのもぐさ：量を，田村（1934）（124）

は人体重1kgに対し0．0005～0．000759のも

ぐさ量をもって夫々血液変化殊に白血球機能の
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結合織の刺戟状態に関する形態学酌研究殊に各種細胞の計数的観察

第4表　施灸家兎における線維細胞100個に対する組織球数の対照比百分率

手 技

f
　刺
　戟
　の
　強
　さ、

無処置部　位

：Pro・kg・　0。00059（2封士）

Pro。　kg．・　0・0019　（2壮）

Pro．　kg．　0．004g　（3二士）

Pro・　kg・　0・019　　（3先ヒ）

Pro・kg・　0・029　　（4歩仕）

±

十

珊

壬1骨

柵

対　　照　　比　　百　　分　　率

施面前

（対照）

100．0

（0）

100．0

（0）

100．0

（0）

100。0

（0）

100．0

（0）

100．0

（0）

施 灸 後

1時間
　183．5

（＋83・5）

　192．3
（＋92・3）

　158．3

（＋58・3）

　182．5
（＋82・5）

　157．4
（＋57・4）

　179．1
（＋79・1）

3時間
　154．1
（＋54・1）

　i77．7

（＋77・7）

　187．3
（＋87・3）

　209．9
（十　109・9）

　17ユ．7

（＋71・7）

　201．4
（十　101．4）

6時閥

　129．6
（＋29・6）

　141．7
（＋41・7）

　210．1
（十110．1）

　166．8
（＋66・8）

　145．3

（＋45・3）

　162．3

（＋62・3）

第2図

施　　灸　　前．
（対
　　　照）

臨処蕾・

Pro．　kg．00005g
（2　　　融）

物kg・o鰹＞9，

㍗kg・0瓢9。

Pro・kg．001　9
（3　　　1仕1　軍

Pro．　kg．0029
（4　　　｝仕）

　　　括弧内は百分率の増加を示す．

施灸家兎における線維細胞100個に対する組織球数

182022を42S　283052345638404244464850

　「『灸後配雪

　　　　　　　【85】
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1968 南

増加に最適量とし，前者は本実験における強刺

戟施灸より更に弧く，後者は弱刺戟施灸に相当

する．即ち体重と施灸もぐさ量との間に密接な

関係があって血液や結合織の変化に影響を及ぼ

し，その量的決定は治療上意義あるものと考え

られる．以上のような変化は青地（1927）（4），

原（1929）～23）の如く上汁は輩なる熱刺戟ではな

くカロ熱による変性蛋白体の体内に島牧せられて

起るものであろうと考えられるが，その治効作

用として結合織を刺戟し生体防衛に好影響を与

えるものと推定される，　　　　，

　　　　　　　結　　　　　論

　施灸が家兎皮下結合織細胞に及ぼす影響を施

灸後1，3及び6時闇に検して次の結論を得た。

　1．施灸前後における線維細胞，組織球数の

相対比において組織球数は増加した．

　2．高山局所のみならず離れた部位において

も相対的な組織球数の増加を示した．

　3．各種施灸手技中施灸前に比し細胞百分率

において最も著変を示したのは，休重1kgに対

しもぐさ0．0049（3肚）を施灸後3時闇の場

合及びもぐさ0．0019（2肚）を施灸後6時間の

場合で，線維細胞数に対する組織球数は2．10

倍に増加した．

　4．線維細胞の核陥入は弱乃至中等度刺戟施

灸後3及び6時闇において比較的旺盛で，殊に

体重1k9に対しもぐさ0．00059（2肚）を施灸

後3時聞において著しい．

　5．組織球の核陥入は弱乃至中等；度刺戟施灸

後3及び6時聞において矛傑旺盛であった．

　6．線維細胞原形質内の室胞出現は出門後1

時聞では刺戟の彊さに拘わらず，叉施灸後3及

第；5表入浴マウスの

泉水名

（泉質名）

水道水

山代温泉

（芒硝性

苦味泉）

粟津温泉

（軍純硫

化水素泉）

山中温泉

（石膏性

苦味泉）

入浴後

経　即

時　間

6時間

1　日

2　日

4　日

入 浴 部

細胞百分率（観察細胞数1000）

線維細胞

1

核

77．5

73．2

77．8

80．7

6時間

1　日

2　日

4　日

6時間

6時聞

6時閲

1　日

2　日

2　日

4　日

6時聞

1　日

2　日

4　日

71．6

71．1

74．7

80．4

69．6

75．1

68．8

72．0

61．7

63．6

76．8

71．7

74．8

67．2

79．7

II

核
総
和

。レ7．5

073．2

077．8

0180・7

0

0

0

0

0

0

0

0

71．6

71．1

74．7

80．4

69．6

75．1

68．8

72．0

061．7

063．6

076．8

0．2

0．1

　0

0．1

71．9

74．9

67．2

79．8

組　織　球

1

核

1【

核
総
和

軍

20．4io．1

22・81　0
　　120．7

17．3

24．5

26．8

22．0

18．2

13．8

16．4

15．0

23．5

22．8

21．4

2L2

24．4

21．8

28．9

18．8

0．1

　0

0．4

　0

　0

　0

0．1

　0

0．1

0．3

　0

0．3

　0

0．1

　0

0．3

0．1

球

肥1多球

雛
胞血

孔球
核
白

血

l

I淋

巴

球

ll：lil：1膿：ll：1

20．8

17，3

24．9

26．8

22．0

18．2

0．50．2

0．80．2

0．5

0．7

0．1

0．1

　　1：；1。．5i。．4

1：1關1：1

011・2 P0・・

0．1

0．1

0．2

0

0

0

0

0．1

0．1

　0

　0

赤

血

球

0．3

0．3

0．1

0．2

0．5

0．1

，0

　0

線維細胞

100個に
対する組

織球数

13．9

16．4

15．1

23．8

22．8

21．7

2L2

2．4

1．0

1．1

1．7

2．4

1．7

0．4

0．2

0．1

0．3

0．5

0．8

0．2

0．3

6．6

3．4

5．6

1．9

4．1

5．4

7．2

3．9

9．1

0．1

8．0

7．4

26．45

31．14

26．73

21．43

34．77

37．69

29．45

22．63

　　　24．5　11．0
21．81。．7

29・21・・9

18・g 戟E・4

…1・・2【

0．1

0

0

0

0

0

0

　0

0．1

　0

　0

0．2

　0

　0

0．9

1．1

0．4

0．2

1．4

0．9

1．1

0．5

0．2

0．6

0．1

0．2

0．1

　0

0．1

　0

0

0

0

0

19．97

21．83

21．94

33．05

36．95

34．11

27．60

34．07

29．10

43．45

23．68

核の陥入

線
維
細
胞

±

±

士

±

±

±

組

織

球

±

±

±

十

十

十

±

±

±

±

十

十

十

±

十

二

±
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結合織の刺戟航態に関する形態学的研究殊に各種細胞の計数的観察 1969

び6時間においては弱乃至中等度刺戟に対して
上ヒ車交白勺多し、．

　7．組織球原形質内の室胞出現は弱乃至中等

度刺戟施灸後1及び3時聞並びに中等度刺戟施

灸後6時間において矛傑多い．

　8．中性赤超生体染色における線維細胞内の

土性赤液：泡は施灸前に比し大きさには著変はな

いが，その数は梢ぐ増加の傾向を示すようであ

る．

　9．中性赤超生体染色における組織球内の中

性赤剥泡は智計前に比し比較的小さくなり，そ

の数の増加を示すようである．

　　　　　　　　　　　　　　　第4章

　　　　　　実験材料及び実験方法

　外見上健康な体重16乃至219の雄性マウスを42乃至

43。Cの水道水，山代温泉水（石川県），粟津温泉水（石

川県），十二温泉水（石川県），和倉温泉水（石川県）及

び中宮温泉水（石川県）に15分間1回だけ右牛田を入

浴せしめ，6時間，1日，2目及び4日目に殺して，

鉄ヘマトキシリソ・ラック染色を施した皮下二二結合

織一皮標本により，右三身の入浴部と左牛込の不浴部

　　　　皮下結合織細胞

入浴マウスの皮下結合織細胞

における皮下結合織細胞を鏡検：した．鏡検：方法は前章

と同檬である．

　　　　　　　実　験　成　績

　第；5表及び第3，4図に記載した通りである．

なお赤血球の出現は皮下組織片を鋏宜した際の

出血に基くものと思われる．

　　　　　　　総括並びに考按

　関（1942～1950）qo4）一（111）が温泉入浴マ，ウス

原形質内

の室胞
線
維
細
胞

±

十

±

±

十

十

±

十｝

十

十

十

十

士

±

±

十

十

十

組

織

学

内

±

±

±

±

±

不 浴 部

細胞百分率（観察細胞数1000）

線維細胞

1

核

78．5

76．2

77．2

80．6

75．4

74．9

77．7

81．7

63．0

79．1

68．7

76．6

66．4

73．3

78．0

74．0

74．7

74．8

79．1

1【

核
総
和

078．5

076．2

077．2

080．6

　075．4

　074．9

0．177．8

　0，81．7
　i
　0

0．1

　0

0．3

　0

　0

0．2

63．0

79．2

68．7

76．9

66．4

73‘3

78．2

074．0

074．7
0　74．8

0　79．1

組　織　球

1

核

19．5

20．9

21．0

17．8

23．1

21．8

19．7

17．1

13．3

14．6

13．8

20．3

18．9

17．9

19．1

1【

核
総
和

　019．5

　020．9

　021．0

0．117．9

023．1

021．8

019．7

0　17．1

　0

0．1

　0

0．1

　0

0．1

　0

13．3

14．7

13．8

20．4

18．9

ユ8．0
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軍

士
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0．6
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胞
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白
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核
自

治

淋

巴

球
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0．6
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0．6
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0．9

0．4
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6．1
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0

0

0

　　。．1〔o悉
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1．8
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0．2
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　0
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　0

　0
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1．0
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O．80．1　　0
　1
D．8　0．2　0．ユ

　き

赤

血

球

線維細胞

工00個に

対する組

織球数

0．2i　24．84

0．1　27．42

　0127．20
　0122．20

　1
0．2

0．1

　0

　0

30．63

29．10

25．32

20．93

　0

0．2

　0

　0

0．2

0．1

　0

21．11

18．56

20．08

26．52

28．46

24．55

24．42

0．1

　0

0．1

0．1

30．54
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30．34

22，62

核の図入

線
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細
胞

±

±

±

±

±

組

織

球

±

士

±

±

±

十

二

±

±

±

±

十

±

±

±

十

土

十

士

原形質内

の室町
線
維
細
胞

±

士

±
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十
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±

±

±

±

±

±

±

組

織

球

±

±

±

±
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　　　　1備聞
和倉乏囲．泉16時闇

（含塩化　1　日

土類食塩　2　日

泉）　　　4　日

　　　　　4　日

申宮淵泉

（含炭酸

鉄食塩泉）

対　　照

6時間

1　日

2　日．1

4　日

背　部

腹　部

69．2

65．6

73．9

68．ユ

68．1

69．1

0．1

69．5

67．7

64。0

69．3

0

0

0

0

0

　0

0．1

　0

　0

69．3

65．6

73．9

68．1

68．1

69．1

69．5

67．8

64．0

69．3

21．7

23．8

22．7

27．0

18．1

20．9

25．5

24．1

25．4

22．0

0．2

　0

0．2

0．1

　0

　0

0．1

0．4

0．3

0．2

21．9

23．8

22．9

27．1

18．1

20．9

25．6

24．5

25．7

22．2

0．70．5

0．80．9
0．811．0

0．70．1

0．70．2

0．dO．3
　i

1，1

0．7

　　1．00．1
1．210．2

　1
0．2

0．1

・・8｝5・8t

2．6

1．0

1．8

5．3

2．2

6．3

0．4

2．1

7．61

6．9

0　　0

0　　0

0　　0

00．ユ

0　　0

0　　0

1．5

2．1

3．0

3．0

12．2　0

4．2　　0

6．0　　0

4・71・

0．1

　0

　0

　0

31．60

36．28

ε0．98

39．79

26．57

30．24

36．83

36．13

40．15

32．03

±

十

±

十

和

『十

±

十

十

±

一　殆んど認められぬもの． ±　軽度に認められるもの．

58

5s

54

32

30

28

　　　

↑：：

lll

第3図水道水・山代温泉・粟津温泉

　入浴マウスにおける線維細胞

　　100個に対する組織球数

　　／＼

　ノ　　　　へ
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経過時間　一→
　　　　入　浴　部
水道水。暉一一一一一’一4

不　浴　部

4

臼

22

第4図　山中温泉・和倉濫泉・中宮

　温泉入浴マウスにおける線維

　細胞100個に対する組織球数

＼、

こミ：＼ク

＼》
　＼＼，．

山代島泉』一旛．＿＿＿＿．

粟．津思泉

●一　一　一　一●

　　　八
　　　／＼

　　／　＼
　　！ノ＼、N
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　　　　　　　　　　　＼く

6　　　　1　　　　　　2

窩　’日　　日
経過時間　一一一→

　　　　入　，谷　部

山中温泉

和倉温泉　一・一一・価一・一

中宮温泉

不　浴　部

4

日

において観察したと同様に，入浴は皮下の十三

結合織を刺戟して相対的な組織球数の増加を粘

し，4日目には旧に復する傾向を認めた．しか

し関（1942～1950）（104）一（113）の主張するような

線維細胞より組織球への移行像は確認できず，

叉組織球の核の陥入も盛んに見られるので，線

維細胞数に対する組織球数の相対的な増加は組

織球自体の増生によるものと考えられる．粟津：

【88】



結合織の刺戟状態に関する形態学的研究殊に各種細胞の計数的観察 1971
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68．5
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0
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23．6
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0．320．1
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1．3

0．5

0．81

0．6

0．7

0．3

0．8

　0

0．8

0．6

2．4

2．5

2．0

0．7

2．9

2．6

4．3

5．4

0．5

1．5

3．3

5．1

1．2　0．f　2。314．9

0．7

0．5

0．7

・・
P2・2139

　　4．96．30．2
・12・8｝6・9

0．1

0

0
噛0

0

0

　0

　0

0．1

　0

　0

　0

30．90

32．79

29．65

32．02

27．70

28．85

0．9

0．5

0　35．35

0　33．66

0　34．50

0　28．92

1．0

1．1

2．7

1．4

0．40．1

1．2　　0

0．1　　24．73

・126・21

±

±

土

十

十

士

±

±

土

十

±

±

±

±

±

±

±

±

＝ヒ

十

十

＝ヒ

±

土

盛

十　申等度に詔められるもの，

温泉水（軍純硫化水素泉）入浴で遊走細胞主と

して多核白血球の増加を示したのは，関（1942）

（107）の指摘する如くH2S，　HCO’3の刺戟が強く

作用したためと見られ，Maliwa（1926）（51）は

H2Sが皮膚より軍国されることを確証した．か

かる入浴実馬剣こては温刺戟及び静水圧等の力学

的刺戟が広い皮膚面を介し急激に与える影響は

極めて複維で，加えて実験時期或いは個体の感

受性差も大きな役割を演じ，且つマウスは結合

織細胞の種：類も多く殊に孔核白血球の出現は計

数的観察を複雑ならしめることを併せ考えれ

ば，一律な変動を得難いのは当然かとも思われ

る．山上（1948）（i33）は温泉刺戟により家兎皮

下組織球の墨粒貧単機能の充進を認めた．入浴

は皮下の結合織を刺戟して生体の物質代謝並び

に防衛作用に重要な役割を演ずる組織球の増加

及び機能の充進を来たす一種の非特異性刺戟作

用であると考えられる．

　　　　　　　結　　　　　論

　水道水，山代温泉水，粟津温泉水，山中温泉

水，和倉温泉水及び中宮温泉水入浴マウスにお

ける皮下結合織細胞を入浴後6時間，1日，2

日及び4日目に検して次の結論を得た．

　1．水道水では入浴後1日目入浴部において，

相対的に線維細胞数に対する組織球数の割合が

多い．

什著明に認められるもの．

　　2．山代温泉水では入浴後6時間入浴部及び

　不脚部，1臼目入浴部において，相対的に線維

　細胞数に対する組織球数の割合が多い．

　　3．粟津温泉水では入浴後2日聞にわたり遊

　走細胞の増加を示し，1日及び2日目入浴部に

　おいて相対的に線維細胞数に対する組織球数の

　割合が多い．

　　4．山中温泉水では入浴後2日間にわたり，

　相対的に線維細胞i数に対する組織球数の割合が

　多い．

　　5．和倉盗泉水及び申宮温泉水においても，

　相対的に線維細胞数に対する組織球数の割合が

　増加する．

　　6．相対的に線維細胞数セご対する組織球数の

　割合が増加する場合は，一般に入浴部は不浴部

　に比し，叉温泉水は水道水に比し著しいようで

　ある．

　　7．以上のような入浴による影響は何れの場

　合でも，4日目には旧に復する傾向を示すよう

　である．

　　8．：核の陥入は．一般に組織球が線維十月包に比

　し著しい．

　　9．原形質内の室胞出現は一般に線維細胞が

　組織球に比し著しい．

　　10．核の陥入並びに原形質内の土車出現は，

ノ温泉水が水道：水に比し著しいようである．
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／

第5章無菌並びに自然環境飼育亭亭の結合織細胞

　　　　　　実験材料及び実験方法

　実験材料は名古屋大学医学部病理学教室宮川教授の

御好意により同髄室の無菌飼育言置により飼育さ：れた

幼海狽の惑与を受けたもので，ここに貴重な材料の分

与を快諾せられた御芳情を厚く感謝する次第である．

更に対照として外見上健康な自然環境飼育海狼を用い

鉄ヘマトキシリソ・ラック染色を施した冷性結合織骨

皮標本により，無菌鯛静臥では腹部及び背部の皮下結

合織細胞を，自然環境例では腹部及び背部の皮下並び

に深部の結合織細胞を，前者では生後2乃至7日間に

わたり，後者では生後1日乃至2月聞にわたり鏡検し

た．鏡検：方法は前章と同榛である．

　　　　　　　実　験　成　績

　第6，7表及び第5，6図に記載した通りで

ある．なお赤血球の出現は組織片を一溜した際

の出血に基くものと思われる．二二細胞は本実

験において認められなかった．

　　　　　　　総；括並びに考按

　宮川及びその門下（1951～1953）（5s）一（61）は

1947年以来動物の無菌飼育法並びに無菌飼育動

物を利用する炎症，物質代謝の研究により細菌

と生体の相互関係を基礎的に追究し，無菌環境

例と自然環境例との聞に自然環境的刺戟因子が

存在し何らかの役割を演ずることを推測し得た

のであるが，同様な無菌飼育動物を利用する結

合織の研究においても自然環境例は無菌飼育例

に比し相対的に線維細胞数に対する組織球数及

第6表　無菌環境飼育海狽の皮下結合織細胞

生

在

期

間

2　四

海

狽

番

号

No．53

No．59

3　日

3　日

18　時

4　日

5　日

6　日

7　日

No．50

No．67

耳・・46

No．60

No．47

No．48

均

部1 細胞百分率（観察細胞数：1000）

位

線維細胞

腹：部

背部

腹部

背部

腹部

背部

腹部

背部

腹部

背部

腹部

背部

腹：部

背部

腹部

背部

腹：部

背部

1

核

84．6

86．7

83．0

83．0

79．7

78．7

83．8

77．2

77．3

77．5

85．1

87．9

79．6

80．6

80．5

80．3

1【

核

0

0

0

0

　0

0．1

　0

0．1

　0

0．1

0

0

　0

0．2

0．2

0．2

総

和

84．6

86．7

83．0

83．0

79．7

78．8

83．8

77．3

77．3

77。6

85．1

87．9

79．6

80．8

80．7

80．5

81．73

81．58

組　織　球

1

核

12．1

11．6

13．2

13．3

ユ6．5

18．4

13．0

18．5

1工

核

0

0

0

0

　0

0．2

0

0

総

和

12．1

11．6

13．2

13．3

16．5

18．6

13．0

18．5

18．1｝　0
・9．・1・．・

10．4

11．2

0

0

18．1

19．1

14．7

17．0

16．2

17．4

10．4

11．2

　0

0．1

0

0

14．7

17．1

16．2

17．4

14・28

15．85

軍

球

0．4

0．2

0．8

0．2

0．6

0．2

0．6

0．6

多
核
白

皿1

球

0．2

0．1

0．3

0．3

0．2

0．2

0．6

0．2

1．oto．5

　　　0．6　10．2
　　1
0．5

0．2

0．2

0．2

淋

巴

球

0

0

0．1

0

0

0

0

0

0

0

0．4

0．3

0．9

0．6

0．65

0．36

0．2

0

・・41…

0・1io
0．1

0．2

0．31

0．19

0

0

0．04

0．01

赤

血

球

2．7

1．4

2．7

3．1

3．0

2．2

2．0

3．4

3．1

2．5

3．6

0．5

4．8

1．7

2．1

1．3

3．00

2．01

線維細

胞100
個に対

する組

織球数

14．30

13．37

15．90

16．02

20．70

23．60

15．51

23．93

23．41

24．61

12．22

12．74

18．46

21．16

20．07

21．61

17．57

19．63

線維細

胞100’

個に対

する

軍球面

0．004

0．002

0．009

0．002

0．007

0．002

0．007

0．007

0．012

0．007

0．005

0．002

0．005

0．003

0．011

0．007

0．007

0．004
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第7表　自然環境飼育海面の結合織細胞

生

存

期

聞

1　目

3　日

7　日

14　日

21　日

1　月

2　月

海損

番号

性

体重

部

No．1
　♀

759

：NOb　2

　δ

959

No．3
　δ

115g

No．4
　♂

180g

No．5
　♀

165g

No．6
　♀

200g

No．7

　3
380g

均

下

腹部皮下

背部皮下

深　　部

腹部皮下

背蔀皮下

深　　部

腹部皮下

背部皮下

深　　部

腹部皮下

背部皮下

深　　部

腹部皮下

背部皮下

深　　部

腹部皮下

背部皮下

深　　部

腹部皮下

背部皮下

深　　部

腹部皮下

背部皮下

深　　部

細胞百分率（観察細胞数1000）

線維細胞

1

核

81．0

82．0

83．8

76．9

78．0

82．4

76。8

75．6

80．6

73．8

75．3

78．3

75．5

76．5

77．5

75．5

76．9

78．1

73．2

74．1

75．3

II

核

総

和’

　　
0．281．2
　0182．0

0．1i83．9

　i
0．1

0．1

0．1

77．0

78．1

82．5

C　76．8

0　75．6

080．6

　0

　0

0．1

　0

　0

0．1

　0

0．1

　0‘

73．8

75．3

78．4

75．5

76．5

77，6

75．5

77．0

78．1

1；1：1

0i　75・3

76．14

76．94

79．49

組　織　球

1

核

18．3

17．7

15．8

21．4

20．3

16．9

II

核

0

0

0

総

和

18．3

17．7

15．8

021．4

020．3

0　16．9

軍

21．4

22．4

18．8

23．9

23．3

21．1

23．2

22．0

21．7

23．0

21．4

21．0．

25．0

24．2

23．4

球

0．3

0．3

0．3

1．2

1．0

0．3

0．1121．5

0．2［22．6

　018．8

1．2

1．4

多
核
自

皿
球

0．1

0

0

0．3

0．6

0．2

023．9

023．3

021．1

0．4

0．3

・・5i…

1．9

1．1

0．4

0．4

0．3

0．1

0

0

0

0

0

0

23．2

22．0

21．7

1．0

1。2

0．6

23．0

21．4

21．0

’1．1

1．0

0．7

0．3

0．3

0．1

0．2

0．3

0．2

　025．0

0．124．3
　　
　023．4

1．4

1．2

0．9

0．3

0．4

0．4

淋

巴

球

赤

血

球

0

0

0

0．1

0

0

線維細

胞100
個に対

する組

織球数

22．53

21．58

18．83

線維細

胞100
個に対

する

四球数

0．003

0．003

0．003

　　f
　OO．1

　0　　0

0．1　　0・

27・7gio・015
25．gg　l　O．012

20．48　　　0．003

1i8：1

・1・

0

0

0

0

0

0

27．99

29．89

23．32

0．015

0．018

0．006

32．38

30．94

26．91

0

0

0

0　30．72

0　28．75

0　27．96

0．1　卜0．1　　　30．46

　　1
　00．3　　　27．79
　　1
　0　　0　26．88
　　1

22．33

21．66

19．81

ol
n．1

．・P・

Ol　O

34．15

32．79

31．07

　　　　　　　　　　　　　　　　
1．160．290．010．071　29．48
、．0310．31010．06128．25

・・53
P…r・…1・i25・・6

0．025

0．014

0．005

0．013

0．015

0．007

0．014

0．012

0．008

0．019

0．016

0．011

0．015

0．013

0．006

び箪球数の割合が多く，又皮下は深部に比し同

檬な関係を見たことは，自然界における細菌学

的或いは物理化学的な種々の外来刺戟に対し，

結合織は貧喰機能の旺盛なこの種細胞の増加に

より防衛機構として重要な役割を果しているも

のと考えられ，自然環境的刺戟因子がもつ作用

を肯定するものである．

　　　　　　　結　　　　　論

　無菌並びに自然環境飼育海狽の結合織細胞

を，前者において生後2乃至7日闇，後者にお

いて生後1日乃至2月關にわたり検して次の結

論を得た．

　1．無菌飼育海狽の皮下疎性結合織中には自

然環境例と同様線維細胞，組織球，箪球，多核

白血球等が存在する．

　2　無菌飼育例は自然環境例に比し相対的に

線維細胞数に対する組織球数及び日輪数の割合

が少ない．

　3。自然環境例において皮下は深部に比し相

対的に線維細胞数に対する組織球数及び軍球数
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第5図　無菌並びに自然環境飼育海瞑における

　　　線維細胞100個に対する組織球i数
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第6図　無菌並びに自然環境飼育海瞑におけ’る

　　　線維細胞100個に対する軍球i数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腹部皮下

／
’／

　　　　　／
　　　／’／

　　／　ヘ
　　ノ　　　　　　　む　ら

　／　　1、、
　ノ　　　　　　　　　　　け　　　　へ

　／　　1＼

塔八》
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1
／
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／
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自然環境例 背部皮下　一一一一一

深　　部
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、　　，／

〉1
／

／ノ

占　舞　i　傷　1，

飼育日数一一一一〉

1，1，11リ　ム

の割合が多いようである．

4．自然環境例において飼育日数の増すに従

角

い相対的に線維細胞数に対する組織球数及び軍

球数の割合が増加の傾向を示すようである．

第6章　泉熱ウイルス感染マウスの皮下結合織細胞

実験材料及び実験方法 実験材料は金沢大学医学部小兇科敢室泉敢授の御好
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意により悪与を受けたもので，ここに貴重な材料の分

与を快諾せられた御芳情を厚く感謝する…欠第である．

泉熱ウイルス液0．3c．c．を腹：腔内に注射したマウス並

びに対照として健康人血液0．25乃至0・3c・c．を腹腔

内に注射したマウスについて，鉄ヘマトキシリソ・ラ

ック染色を施した皮下静物結合織小皮標本により鏡検

した，鏡検：方法は前章と同様である．

　　　　　　　実　験　成　績

　第8表及び第7図に記載した通りである．な

お赤血球の出現は皮下組織片を鋏取した際の出

血に基くものと思われる．

第8表　泉熱ウイルス感染マウスの皮下結合織細胞

泉
熱
ウ

イ

ノレ

ス

感
染

対照

生

存

期

間

1日

2日

3日

4日

5日

7日

10日

15日

20日

30日

細胞百分率（観察細胞数1000）

線維細胞

1

核

1［

核

総

和

71．2　　0
　　　
69．50．1
68・41・

61．7iO・4

62ρ10
67・7 p0・1

　　　067。3

58．1　　0

；1：lll

　　l

71．2

69．6

68．4

62．1

62．0

67．8

67。3

58．1

76．6

76．1

1

組織劃軍

後

3日

5日

68．8

71．0

0

0

22。4

28．8

25．4

32．9

35．3

25．2

31．4

31．9

20，9

22．0

　　　
68．820．9
　　1
71．027．3
　　1

●・d総

幽球
0．2

0．2

0．1

0．2

0．1

　0

　0

0．8

0．1

　0

22．612．O

　　l

麗．・1・．2

29．0

25．5

33．1

35．4

25．2

31．4

32．7

2ユ．0

0．7

1．7

2．5

1．0

2．9

0．7

1．3

0．6

0

0

20．9

27．3

0．7

0．9

五
月孚

細

胞

多

核
自

皿
球

0．61．1

0．30．3

0。81．4

0．90．7

0．30．5

1．41．1

0．20．3

1．3・0．8

1．10．3

1．30．3

0．7

0．3

1．8

0．3

孔
核
白

血
球

1．5

0．1

2．0

0．7

0．7

1．4

0．1

5．5

0．2

0．1

6．8

0．1

淋

巴

球

　恕三下

義脚・・

　個に対
押する組

球心回数
　｝

…i・・931・7

0

0

0

0

　0

0．2

　0

0．1

0・1｝0・1

0

0．2

0

0

　0

0．1

0．2

　0

0

0

0．3

0．1

41．6

37．2

53．3

57．0

37．1

46．6

56．2

27．4

28．9

30．3

38．4

線維細胞

100個に
対する組
織球と軍
球との合

計数

34．5

42．6

39、7

57．3

58．7

41．4

47．6

58．5

28．1

29．1

31．3

39．7

核の陥入

線

維

細

胞

組

織

球

士

±

±：

±

±

±

±

士

±

±

±

原形質内

の室胞
線

維

細

胞

±

十

十

十

十

十

十

十

±

±

十

組

織

球

±

±

士

±

±

土

±

±

±

十

十

一　殆んど認められぬもの．

±　軽度に認められるもの，

　　　　　　　　総括並びに考按

　泉熱の病理組織学的な検索については佐藤・

宇野・山本・申村（1952）（98）によれば臓器の病変

＿経過は大体3期に区別され，動物接種から10日

頃迄の前期では初め5日位迄は充血，浮腫が高

度で，次いで実質細胞の変性が著明となり好中

球及び軍球の浸潤を見るが，10～30日頃迄の中

期では充血，浮腫が軽減し主として輩核細胞及

び組織球の浸潤高度にして，30日以後の後期で

は変化は軽減し或いは残存するという．本実験

では線維細胞数に対する組織球数の増加を示

し，時に輩球数の増加を認めた．叉皮下疎性結

合織においては接種から20日を経過すれば阿附

は乏しくなるようである．

　　　　　　　　結　　　　　二

十　著明に認められるもの．

十十最も著明に詔められるもの．

　泉熱ウイルス感染マウスの皮下結合織細胞を

接種後30日闇にわたり検して次の結論を得た．

　1．線維細胞数に対する組織球数の割合が相

対的に増加する．軍球は増加傾向を示すが常で

はない．最も著変を示したのは接種後5日目で

線維細胞100個に対し組織球は57・0個，組織

球と軍士との和は58．7個を示した．

　2．核の陥入は組織球に見られるが，線維細

胞では殆んど認められない．

　3．原形質内の室胞出現は線維細胞，組織球

ともに健康人血液を注射した対照例に比し著明

ではない．

4．上述の皮下結合織細胞における諸変化は，

20日以後では著変は乏しいようである．
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第7図泉熱ウイルス感染マウスにお

　ける線維細胞100個に対する組織

　球数及び組織球と四球との合計数
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第7章　全編の総括並びに考按

　以上施鍼，施灸，入浴，無菌並びに自然環境

飼育，泉熱ウイルス感染時における結合織の各

種刺戟欣態を通じて観察されることは線維細

胞，組織球数の相対比において組織球数の増加

を認めることで，実験材料，実験方法の差異に

より，叉実験時期或いは個体の感受性差により

一律：ではないが，家兎を使用した施鍼，施灸の

際に線維細胞数に対する組織球数の増加率が最：

も著しいようである．

　このように結合織が刺戟されて組織球数が増

加する理由については大体3つの場合が想像さ

れる．第一はM6】Iendorff（1926・1928）（72）一（76），

関（1942～1950）（10弓）一（113）の主張する如く線維

細胞より組織球への転化であり，第二は清野

（1929）（38），天野（1943・1944）（1、（2）の主張する

如く線維細胞より組織球への移行を否定し，組

織球より組織球を生ずるとするものであり，第

三は線維細胞の減少による相対的な組織球の増

加であるが，これは鏡検所見よりして細胞数は

むしろ増加しているとさえ思われるのでここで

は第一，第二の場合について考えて見ることと

する．線維細胞より組織球への移行を信ずる

ものセこはM611e　ndor仔，　W．　u．　M．，関の他に

Dominici（1902）（15），Herzog（1916）（25），：Fischer

（1927）（17），1（nake（1927）（42），13auer（1929）（7），

Schultz　（1930）（100），　Ekola　（1931）（16），　Suzuye

（1937）（123），　Mukohata　（194・1）（77），　Mii　（1942・

1943＞（57），山崎（1943）（136），沖津：（1943）（89），

臼淵（1951・1952）（127）一（129），佐藤；・宇野（1953）

（97）等がある．これに反し線維細胞は既に充分

に分化し組織球への移行を否認するものに清

野，天野の他にMaximow（1902・1904）（53）（54），

Ebehng（1922）（15），　Tsuda（1923）（126），　Gaza（19

24）（21），　Lew至s（1926）1（50），　Silberberg　（1930）

（117），Seemann（1930）（102），小池（1930）（45），

Tannenberg（1931）（125），　Pfuhl（1932）（92），宮

田（1936）（62），山浦（1939）畑5），藤井・『二田

（1943）（19）（20）等がある．本実験でも線維細胞よ

り組織球への移行像を確認できず，叉組織球の

核の陥入を屡々認めたので，線維細胞数に対す

る組織函数の相対的な増加は組織球自体の増生，

によるものと考えられる．線維細胞はMaximow
（1902・1904）（53）（54）のいうように形態学上高度

に分化発育した細胞で容易に他種細胞に変じな

いものと考えられる．

　結合織の刺戟歌話における各種細胞の個々の

場合の変化についての観察は既に述べた通りで

あるが，かかる軽微な刺戟因子に対し結合織が

鋭敏に反応して生体の物質代謝及び防衛に重大

な意義を持つもののように思われる．
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第8章全編の結論
施鍼家兎，四三家兎，入浴マウス，無菌並び

に自然環境飼育海瞑，泉熱ウイルス感染マウス

のような軽微な刺戟が加えられた場合の結合織

の反応を形態学的に観察して次の結論を得た．

　1．線維細胞数に対する組織球数の割合は相

対的に増加し，これは組織球自体の増生に基く

ものと考えられる．

　2．上述の変化は刺戟局所のみならず離れた

部位においても認められ，加えられた刺戟の程

度及び経過時聞とその作用との間に密接な関係

が認められるようである．

　3．四球も相対的に増加する場合がある．

　4線維細胞より組織球への移行像は認めら

れなかった。

　5。一般に線維細胞並びに組織球の核の陥入

は旺盛となるようである．

　6．一般に線維細胞並びに組織球の原形質内

の面面出現は旺盛となるようである．

　7．調性赤超生体染色における線維細胞並び

に組織球内の論語赤液泡は微細なものが増加す

るようである．

　8．結合織の刺戟歌態は実験材料，実験方法

の差異により，叉実験時期或いは個体の感受性

差により一律な変動は得難いようである．
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